第３部　無機物質
No.2
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）

第１章　非金属元素と周期表
第3節　ハロゲンとその化合物（教Ｐ190～193）
【ハロゲンの単体】	
　　①原子は価電子（　　　）個もち、（　　　）価の（　　　）イオンになりやすい。
②二原子分子からなり、有色、有毒。
③（　　　　）作用をもつ。
　　④ハロゲン化物イオンを含む水溶液に、硝酸銀AgNO3水溶液を加えると沈殿を生じる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→実験ワークシート実験２
 (
※沈殿反応カード作成
)
　【F2(フッ素)】
①水と激しく反応する。　　②（　　　　）色　　
　　　【反応式】

【Cl2(塩素)】 
①水に少し溶け、塩素の一部が水と反応しHClとHClOを生じる。
　　　【反応式】
　　②（　　　　）色　　　
　　　③製法
　　　　ⅰ）酸化マンガンに濃塩酸を加えて加熱する。→実験ワークシート実験１
　　　　　【反応式】
　　　　ⅱ）さらし粉に濃塩酸を加える。
　　　　　【反応式】
　　　　ⅲ）塩化ナトリウムの電気分解により（　　　）極で生成。
　　　　　【反応式】

【Br2(臭素)】
①水に少し溶ける　　　②（　　　　）色　　　③常温で（　　　　）

【I2(ヨウ素)】
①水に溶けにくいが、エタノールや（　　　　　　　　　）水溶液には溶ける。
ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液（ヨウ素液）…（　　　　　　）に反応
②（　　　　）色
　　　 ③常温で（　　　　）。




【ハロゲンの酸化作用】　　　
（　　　　）＞（　　　　）＞（　　　　）＞（　　　　）
　　　①原子番号が小さいものほど陰性が強く電子を奪う力が強い。
　　　　例）I－を含む水溶液に塩素水を加えるとI2が生じる
【反応式】

【ハロゲン化水素】
①ハロゲンと水素の化合物（　　　　、　　　　、　　　）
　　　②HF(フッ化水素)…水溶液は（　　　　　　　　）で弱酸だが、ガラス(SiO2)と反応する。
6HF　＋ SiO2　→　H2SiF6　＋　2H2O
　　　　　
製法）フッ化カルシウムCaF2（ホタル石）に濃硫酸を加えて加熱する。
　　【反応式】CaF2　＋ H2SO4　→　CaSO4　＋　2HF

　　　③HCl(塩化水素)…水によく（　　　　　）。水溶液は塩酸で（　　　　）性。
　　　　　　製法　ⅰ）塩化ナトリウムに濃硫酸を加えて加熱する。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ演示実験
【反応式】
　　　　　　　　　ⅱ）濃アンモニア水をつけたガラス棒を近づけると、塩化アンモニウムの白煙を生じる。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ演示実験
【反応式】
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　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）

第１章　非金属元素と周期表
第3節　ハロゲンとその化合物（教Ｐ190～193）
【ハロゲンの単体】	
　　①原子は価電子個もち、（　1　）価の（　陰　）イオンになりやすい。
②二原子分子からなり、有色、有毒。
③（　酸化　）作用をもつ。
　　④ハロゲン化物イオンを含む水溶液に、硝酸銀AgNO3水溶液を加えると沈殿を生じる。
　　　　　　　AgCl(白色)、AgBr(淡黄色)、AgI(黄色) 　　　　→実験ワークシート実験２
 (
※沈殿反応カード作成
)

　【F2(フッ素)】
①水と激しく反応する。　　②（　淡黄　）色　　
　　　【反応式】2F2　＋ 2H2O　→　4HF　＋　O2

【Cl2(塩素)】 
①水に少し溶け、塩素の一部が水と反応しHClとHClOを生じる。
　　　【反応式】Cl2　＋ H2O　→←　HOCl　＋　HCl
　　②（　黄緑　）色　　　次亜塩素酸↑は殺菌や漂白作用がある（酸化力が強い）
　　　③製法
　　　　ⅰ）酸化マンガンに濃塩酸を加えて加熱する。→実験ワークシート実験１
　　　　　【反応式】MnO2　＋ 4HCl　→　MnCl2　＋　2H2O　＋　Cl2
　　　　ⅱ）さらし粉に濃塩酸を加える。
　　　　　【反応式】Ca(OCl)2・2H2O　＋ 4HCl　→　CaCl2　＋　4H2O　＋　2Cl2
[bookmark: _GoBack]　　　　ⅲ）塩化ナトリウムの電気分解により（　陽　）極で生成。
　　　　　【反応式】2Cl－　→　Cl2　＋ 2e－

【Br2(臭素)】
①水に少し溶ける。　　　②（　赤褐　）色　　　③常温で（　液体　）。

【I2(ヨウ素)】
①水に溶けにくいが、エタノールや（　ヨウ化カリウム　）水溶液には溶ける。
ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液（ヨウ素液）…（　デンプン　）に反応
②（　黒紫　）色
　　　 ③常温で（　固体　）。


【ハロゲンの酸化作用】　　　
（　F2　）＞（　Cl2　）＞（　Br2　）＞（　I2　）
　　　①原子番号が小さいものほど陰性が強く電子を奪う力が強い。
　　　　例）I－を含む水溶液に塩素水を加えるとI2が生じる→実験ワークシート実験１
【反応式】2I－　＋ Cl2　→　I2　＋　2Cl－

【ハロゲン化水素】
①ハロゲンと水素の化合物（無色　・　刺激臭　・　有毒）
　　　②HF(フッ化水素)…水溶液は（　フッ化水素酸　）で弱酸だが、ガラス(SiO2)と反応する。
6HF　＋ SiO2　→　H2SiF6　＋　2H2O
　　　　　くもりガラスに応用
製法）フッ化カルシウムCaF2（ホタル石）に濃硫酸を加えて加熱する。
　　【反応式】CaF2　＋ H2SO4　→　CaSO4　＋　2HF

　　　③HCl(塩化水素)…水によく（　溶ける　）。水溶液は塩酸で（　強酸　）性。
　　　　　　製法　ⅰ）塩化ナトリウムに濃硫酸を加えて加熱する。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ演示実験
【反応式】NaCl　＋ H2SO4　→　NaHSO4　＋　HCl
　　　　　　　　　ⅱ）濃アンモニア水をつけたガラス棒を近づけると、塩化アンモニウムの白煙を生じる。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ演示実験
【反応式】HCl　＋ NH3　→　NH4Cl
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